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(57)【要約】
　３．０以上のＣｌｏｇＰを有する香料成分を少なくと
も１つ含む、疎水性の遊離香料組成物を含む複数回使用
布地コンディショニング組成物は、自動衣類乾燥機内で
の布地のコンディショニングに有用である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数回使用布地コンディショニング組成物であって、
　（ａ）布地コンディショニング活性物質、
　（ｂ）キャリア成分、
　（ｃ）約３．０以上のＣｌｏｇＰを含む少なくとも１つの香料成分を含む遊離香料組成
物、を含み、かつ
　（ｄ）前記組成物が、自動衣類乾燥機の内側表面に操作可能に接続可能である、複数回
使用布地コンディショニング組成物。
【請求項２】
　遊離香料組成物の全重量の少なくとも約５０％の遊離香料成分が、約３以上のＣｌｏｇ
Ｐを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　遊離香料組成物の全重量の少なくとも約７０％の遊離香料成分が、約３以上のＣｌｏｇ
Ｐを含み、約３以上のＣｌｏｇＰを有する前記遊離香料成分が、前記布地コンディショニ
ング組成物の約０．１重量％～約１０重量％を含む、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記遊離香料組成物の全重量の少なくとも約５０％の遊離香料成分が、約３．５以上の
ＣｌｏｇＰを含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　遊離香料組成物の全重量の少なくとも約７０％の遊離香料成分が、約３．５以上のＣｌ
ｏｇＰを含み、約３．５以上のＣｌｏｇＰを有する前記遊離香料成分が、前記布地コンデ
ィショニング組成物の約０．１重量％～約１０重量％を含む、請求項１～４のいずれか１
項に記載の組成物。
【請求項６】
　約３以上のＣｌｏｇＰを有する前記遊離香料成分が、前記遊離香料組成物の全重量の少
なくとも約２５％であり、約２４０℃以上の沸点を含むことを特徴とする、請求項１～５
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　約３以上のＣｌｏｇＰを有する前記遊離香料成分が、前記遊離香料成分の全重量の少な
くとも約２５％であり、約２５０℃以上の沸点を含むことを特徴とする、請求項１～６の
いずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　約３．５以上のＣｌｏｇＰを有する前記遊離香料成分が、前記遊離香料組成物の全重量
の少なくとも約２５％であり、約２４０℃以上の沸点を含むことを特徴とする、請求項１
～７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　約３．５以上のＣｌｏｇＰを有する前記遊離香料成分が、前記遊離香料成分の全重量の
少なくとも約２５％であり、約２５０℃以上の沸点を含むことを特徴とする、請求項１～
８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記複数回使用が、少なくとも４０回の乾燥機サイクルを含む、請求項１～９のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の組成物を、自動衣類乾燥機の内側表面に操作可
能に固定する工程を含む、布地柔軟化の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、改良された布地コンディショニング組成物及び同組成物の使用及び製造方法
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に関する。
【背景技術】
【０００２】
　乾燥機添加型の布地コンディショニング製品は、すすぎ添加型の布地コンディショニン
グ製品と比べて、すすぎサイクル開始のちょうどその時に居合わせなければならないとい
う必要を消費者から省くことから、消費者により優れた利便性を提供する。複数回使用の
乾燥機添加型製品は、消費者が乾燥機サイクルの度に製品を乾燥機内に入れることを覚え
ておく必要がないことから、１回使用製品よりも大きな利便性を提供する。例えば米国特
許：第３，６３４，９４７号；第３，６７６，１９９号；第３，９６７，００８号；第４
，００４，６８５号；第４，０１４，１０５号；第４，０１４，４３２号；第４，０５３
，９９２号；第４，１４９，９７７号；第４，６４２，９０８号；第５，０４０，３１１
号；第５，３００，２３８号；第５，４８０，５６７号；第５，７８７，６０６号；第５
，９６６，８３１号；第６９０８０４１号；第６９０８０４０号；及び米国特許公開：第
２００３／０１９２１９７号；第２００３／０１９５１３０号；第２００５／０１９２２
０４号；第２００５／０１９２２０７号参照。しかし、多数の複数回使用製品、特に２０
又は３０回以上の乾燥機サイクルを意図した製品は、製品の全寿命を通して一貫した布地
コンディショニング効果及び香料送達を提供しない場合がある。これらの複数回使用製品
の低下した又は一貫性のない性能の一因は、加熱及び冷却の乾燥機サイクルの繰返しが、
寿命最後の低性能につながる製品のアニーリング及びそれによる硬化にあると考えてもよ
い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　それ故、製品の全寿命を通じて、より一貫した水準の布地コンディショニング活性物質
及び香料の布地への付着を提供する複数回使用布地コンディショニング製品を提供するこ
との継続的必要性が存在する。
【０００４】
　複数回使用布地コンディショナー組成物の製造に伴う別の問題は、組成物の半径方向の
厚さにわたる香料組成物の濃度勾配である。これは、高温の融解組成物を固結するときに
組成物中の前記成分が優先的に結晶化することによって生じる。このプロセスは、香料が
コンディショニング組成物と共に勾配を形成する原因にもなる場合がある。この望ましく
ない組成物の勾配は、コンディショナー活性物質と香料との両方の放出速度に差を引き起
こし、それによってユーザが製品の寿命を通して一貫した性能を経験するのを妨げること
がある。それ故、布地コンディショナー組成物の成分に対するこのような濃度勾配を低減
する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記及びその他の必要性に対処しようと試みる。したがって、本発明の第１
の態様は、
　（ａ）布地コンディショニング活性物質、
　（ｂ）キャリア成分、および
　（ｃ）遊離香料成分を含む遊離香料組成物であって、前記遊離香料組成物の全重量の少
なくとも約５０％が、約３以上のオクタノール／水分配係数（「ＣｌｏｇＰ」）を有する
、遊離香料組成物を含み；
　前記組成物が、自動衣類乾燥機の内側表面に操作可能に接続可能である、複数回使用の
布地コンディショニング組成物を提供する。
【０００６】
　１つの実施形態において、遊離香料組成物は、遊離香料成分が前記遊離香料組成物の全
重量の少なくとも約２５％であり、約２４０℃以上の沸点を有することを特徴とする。
【０００７】
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　別の実施形態において、遊離香料組成物は、遊離香料成分が前記遊離香料組成物の全重
量の少なくとも２５％であり、約２５０℃以上の沸点を有することを特徴とする。
【０００８】
　本発明の別の態様は、前記布地を本発明の布地ケア組成物に接触させる工程、好ましく
は自動衣類乾燥機の内部の布地に接触させる工程を含む、布地のコンディショニング方法
を提供する。
【０００９】
　本発明の複数回使用布地コンディショニング組成物は、好ましくは組成物キャリアに操
作可能に接続されて複数回使用布地コンディショニング物品を形成する。そして次に、布
地コンディショニング物品は、好ましくは衣類乾燥機の内側表面に操作可能に接続可能で
ある。好ましい実施形態では、前記物品はさらに結合部材を含み、前記組成物キャリアが
前記結合部材に操作可能に接続でき、そして次に、前記結合部材が衣類乾燥機の内側表面
に操作可能に接続可能である。別の実施形態では、布地コンディショニング物品は、組成
物キャリア又は結合部材を含まないか又は実質的に含まない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　「遊離香料組成物」とは、１つ以上の遊離香料成分の組成物である。そして次に、用語
「遊離香料成分」は、本発明の目的で、香料分野の当業者によって理解されるように、香
料キャリアの上又は中への吸収（例えば、ゼオライト類又は粘土類又はシクロデキストリ
ン類上への吸収）及び封入（例えば、香料マイクロカプセルへの）のいずれもされない、
処理された布地に所望の香りを付与する化合物である。
【００１１】
　「香料前駆体」は、本発明の「香料成分」の定義に包含される。用語「香料前駆体」は
、ＵＳ２００５／０１９２２０４　Ａ１号、段落５以下及びそこに引用された参照に一般
的に記載されている。香料前駆体の一例は、クリフベース（Cliff-base）であり、例えば
、米国特許公開番号２００５／０２３９６６７　Ａ１；２００５／００４３２０８　Ａ１
；２００４／０１０６５２８　Ａ１；２００３／０１５３４７４　Ａ１；２００３／００
６４８９９　Ａ１参照。
【００１２】
　香料技術分野では、無香又は極微香のいくつかの物質は、希釈剤又は増量剤として使用
されることが認識されている。これらの物質の非限定的な例は、ジプロピレングリコール
、フタル酸ジエチル、クエン酸トリエチル、ミリスチン酸イソプロピル、及び安息香酸ベ
ンジルである。これらの物質は、例えば、いくつかの香料成分を希釈及び安定化するため
に用いられる。本発明の目的で、これらの物質は「香料成分」又は「遊離香料成分」の定
義のいずれにも包含されず、それ故用語「遊離香料組成物」の一部として明確に除外され
る。
【００１３】
　遊離香料成分を測定及び同定するための１つの好適な方法としては、ガスクロマトグラ
フィー／質量分析計システム（ＧＣ／ＭＳ）の使用が挙げられる。例えば、複数回使用布
地コンディショニング組成物の試料２ｇを、５ｍＬのジクロロメタン（ＨＰＬＣグレード
、シグマ（Sigma）－ミズーリ州セントルイス（St. Louis））で抽出する。前記抽出物を
、カチオン抽出樹脂に通して、カチオン性界面活性剤を除去する。上清を、緩やかな窒素
下で１．０ｍＬ未満まで濃縮し、ジクロロメタンで１．０ｍｌに戻す。遊離香料組成物を
含有する濃縮された抽出物を、続いて、アジジェント（Agigent）５９７３又は５９７２
　ＧＣ／ＭＳシステムを用いて分析する。遊離香料成分は、米国標準技術局（National B
ureau of Standard and Technologies （ＮＩＳＴ））が作成した香料質量分析ライブラ
リ（perfume Mass Spectrometry library）、２００２年版を用いて同定される。遊離香
料成分の定量化は、解像度及び干渉のレベルに応じて、水素炎イオン化検出器若しくは選
択されたイオンモニタリング法（cys（シカモア）ガス質量分析）又はこれらの組み合わ
せを用いて、実施される。
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【００１４】
　理論に束縛されるものではないが、多数の加熱及び／又は柔軟化サイクルを経験する複
数回使用布地コンディショニング組成物に組み込まれる遊離香料組成物は、拡散及び／又
は揮発によって消耗されうると考えられる。さらに、組成物の全耐用期間の間、より揮発
性の高い遊離香料成分はより速く拡散し、布地コンディショニング組成物からより速く消
耗されると考えられる。したがって、後期の乾燥サイクルでは香料の喪失のために衣類に
与えられる香料の強度がより低くなるだけでなく、後期のサイクルで高揮発性遊離香料成
分が不均衡により多く喪失されるために香料の特徴も変化する。さらに、固体の布地コン
ディショニング組成物に完全に混合された遊離香料組成物は、前記固体コンディショニン
グ組成物を柔軟化し、それによって布地コンディショニング活性物質の布地への分配速度
を増加させる効果があると考えられる。初期の乾燥サイクルでは、固体組成物は比較的多
くの香料を含有し、それ故、固体布地コンディショニング組成物が比較的より少ない香料
を含有し（香料喪失により）、それ故固体布地コンディショニング組成物がより硬くなっ
て、１サイクル当たりの布地に放出する活性物質がより少ない後期（特に組成物の耐用期
間の後半のサイクルにおいて）と比べて、より柔軟で、１サイクル当たりの布地に放出す
る活性物質がより多い。
【００１５】
　さらにまた、理論に束縛されるものではないが、遊離香料組成物は、抽出及びスタンピ
ングプロセス中の結晶形成において、固体布地コンディショニング組成物に対する溶媒と
して作用してもよいと考えられる。これに関連して、異なる香料成分を含有する遊離香料
組成物は、異なる溶媒特性を示し、それ故固体の布地コンディショニング組成物の硬度に
種々のレベルの影響を生じ、それ故、布地コンディショニング活性物質及び香料の放出速
度に影響する。所与の複数回使用布地コンディショニング組成物について、高レベルの疎
水性香料成分を含有する遊離香料組成物からは、低レベルの疎水性遊離香料成分を含有す
る遊離香料組成物の場合と比べて、より硬いコンディショニング組成物が得られることが
観察されている。本発明は、部分的に、この観察結果に基づく。オクタノール／水分配係
数（以後「ＣｌｏｇＰ」）が約３．０以上、好ましくは約３．５以上である遊離香料成分
は、製品の全耐用期間を通じて、特に製品のライフサイクルの後期（例えば、３０回目、
４０回目、５０回目、又はそれ以上のサイクル）に、布地へのより一貫した布地コンディ
ショニング活性物質の送達及び／又は香料付着を提供することが観察されている。
【００１６】
　布地コンディショニング組成物が自動衣類乾燥機内の湿った洗濯物を柔軟化するために
用いられるとき、前記組成物の放出特性に香料が与える影響を例証するため、それぞれが
異なる遊離香料成分を含む複数回使用布地コンディショニング組成物の３つの例を提供す
る。前記３つの組成物の間の唯一の変数は、遊離香料組成物を含む成分である。この目的
のため、遊離香料成分は３．０以上のＣｌｏｇＰ値を含有する重量パーセントの程度が異
なる。３つの遊離香料組成物は以下のものである：
【表１】

　（ａ）エチレンビスステアルアミドは、ロンザ（Lonza）より入手可能。
　（ｂ）ジ－（タローイルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－メチルヒドロキシエチルアンモニウ
ムメチルサルフェ－トは、デグサ（Degussa）より入手可能。
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【００１７】
　複数回使用布地コンディショニング組成物は、いかなる組成物キャリア又は結合部材（
例えば、米国特許公開番号２００３／０１９２１９７　Ａ１による「製品ディスペンサー
」及び／又は「キャリア」）も包含しておらず、重量が約５５ｇである。
【００１８】
　香料Ａ、Ｂ、及びＣは、遊離香料成分が異なる遊離香料組成物である。香料Ａは、Ｃｌ
ｏｇＰ値が３．０以上の遊離香料成分を、遊離香料組成物の３６．８重量％含有する。香
料Ｂは、ＣｌｏｇＰ値が３．０以上の遊離香料成分を、遊離香料組成物の７７．２重量％
含有する。香料Ｃは、ＣｌｏｇＰ値が３．０以上の遊離香料成分を、遊離香料組成物の１
００重量％含有する。
【００１９】
　放出データは、自動衣類乾燥機内の湿った洗濯物を用いて作成される。湿った洗濯物は
、綿、ポリエステル、及びこれらの混紡のような、混合した布地の種類を含有する、３．
４ｋｇ（７．５ポンド）の布地束（乾燥重量）からなる。米国１位の自動洗濯機では、各
束が、香料を含まない洗剤マトリックスを用いて、６４ｌ（１７ガロン）の３２℃（９０
°Ｆ）の水で１２分サイクル洗浄される。各束（bundle）は、その後１６℃（６０°Ｆ）
の水ですすがれる。すすぎ後、遊離した及び／又は隣接する水が、回転サイクルにかけら
れることによって束から除去される。洗浄された布地束の各々は、複数回使用布地コンデ
ィショニング物品が乾燥機の胴の羽根に取り付けられた自動洗濯乾燥機内に置かれる。各
布地束は、５５分間乾燥され、１０分の冷却サイクルがおかれる。各複数回使用布地コン
ディショニング組成物は、各サイクルの後で除去され、そのサイクル中に放出された布地
コンディショニング組成物の量を決定するために秤量される。
【００２０】
　図１のグラフは、１０回の乾燥機サイクルの過程の各乾燥サイクル後の、３つそれぞれ
の布地コンディショニング組成物の放出を図示している。Ｙ軸は放出される組成物の量を
規定し、Ｘ軸は乾燥機サイクルの数を規定する。グラフが示すように、本発明の範囲外で
ある香料Ａは、１回目の乾燥機サイクルと３回目の乾燥機サイクルとの間に放出される組
成物の量が劇的に減少する。布地コンディショニング組成物の１回目のサイクルは約１２
ｇを付着したのに対し、３回目のサイクルは約４ｇ未満の組成物を放出した。これは、放
出される組成物に３倍近い差があることを示す。対照的に、本発明の好ましい実施形態で
ある香料Ｃは、４ｇをわずかに超える布地コンディショニング組成物及び約２ｇの組成物
を３回目の乾燥機サイクルで放出した。これは、１回目と３回目の乾燥機サイクルで放出
される布地コンディショニング組成物の量に約２倍の差しかないことを示す。このデータ
は、本発明の遊離香料組成物が初期の乾燥機サイクルの間により一貫した布地コンディシ
ョニング組成物の放出を提供することを実証するだけでなく、このような高レベルの組成
物が初期の乾燥機サイクルで放出されるときに起こる可能性がある（香料Ａの場合のよう
に）布地の染みが発生する可能性が高いことも示す。
【００２１】
　本発明の１つの実施形態では、当該組成物は、重量対重量で、１回目のサイクルと３回
目のサイクルを比較して、それぞれ約３：１未満という放出特性を示す。別の実施形態で
は、この比はそれぞれ約３：２未満、好ましくは５：３未満、より好ましくは２：１未満
である。さらに別の実施形態では、この比はそれぞれ約１：１である。さらに別の実施形
態では、この比は５サイクル、好ましくは１０サイクル、より好ましくは２０サイクル、
さらにより好ましくは３０サイクルにわたる。
【００２２】
　本発明の第１の態様は、遊離香料組成物を含む複数回使用布地コンディショニング組成
物であって、前記遊離香料組成物が遊離香料成分を含み、前記遊離香料成分が約３以上の
オクタノール／水分配係数（「ＣｌｏｇＰ」）を含む、複数回使用布地コンディショニン
グ組成物を提供する。
【００２３】
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　本発明の目的のため、ＣｌｏｇＰを測定又は計算する多数の好適な方法がある。本発明
の目的で、用語「ＣｌｏｇＰ」は、報告されたｌｏｇＰ値、実測ｌｏｇＰ値、又は計算さ
れたｌｏｇＰ値を包含する。例えば、多くの香料成分についてｌｏｇＰが報告されており
、例えば、デイライト・ケミカル・インフォーメーション・システム社（Daylight Chemi
cal Information Systems, Inc.）（デイライト（Daylight）ＣＩＳ）（カリフォルニア
州アービン（Irvine））から提供されているプロモナ（Promona）９２データベースに、
オリジナル文献からの引用に加えて多数の値が掲載されている。しかしながら、ｌｏｇＰ
値は、これもデイライト（Daylight）ＣＩＳ社から入手可能な「ＣＬＯＧＰ」プログラム
によって最も便利に算出される。このプログラムはまた実測ｌｏｇＰ値も、それらがプロ
モナ（Promona）９２データベースにおいて入手可能な場合には、一覧にしている。ｌｏ
ｇＰの計算値は、ハンシュ（Hansch）及びレオ（Leo）のフラグメントアプローチにより
求められる（Ａ．レオ（A. Leo）の「総括医薬品化学（Comprehensive Medicinal Chemis
try）」、第４巻、Ｃ．ハンシュ（C.Hansch）、Ｐ．Ｇ．サメンス（P.G.Sammens）、Ｊ．
Ｂ． テイラー（J.B.Taylor）、及びＣ．Ａ．ランスデン（C. A. Ransden）編、２９５頁
、ペルガモン出版（Pergamon Press）、１９９０年を参照し、これを参照として本明細書
に組み込む）。フラグメントアプローチは、各香料成分の化学構造に基づいており、原子
の数と種類、原子の結合性、及び化学結合を考慮に入れている。ｌｏｇＰの計算値は、こ
の物理化学特性に関して主として信頼でき広く使用されている推定値であり、本発明で有
用な遊離香料成分の選択において実測ｌｏｇＰ値の代わりに使用されるのが好ましい。
【００２４】
　好ましい実施形態では、遊離香料組成物は、複数回使用布地コンディショニング組成物
中の遊離香料組成物の少なくとも約５０重量％、又は少なくとも約６０重量％、又は少な
くとも約７０重量％、又は少なくとも約８０重量％、又は少なくとも約８５重量％、又は
少なくとも約９０重量％、又は少なくとも約９５重量％、又は少なくとも約９７重量％の
、あるいは約９９重量％を超えない、遊離香料成分を含有し、前記遊離香料成分が３．０
以上、好ましくは約３．２以上、好ましくは約３．４以上、好ましくは約３．５以上、好
ましくは約３．６以上のＣｌｏｇＰ値を有する。
【００２５】
　本発明の組成物で有用となる可能性のある疎水性遊離香料成分の非限定例としては、ヘ
キシル２－メチルブタノエート、ジメチルベンジルカルビニルブチラート、ジフェニルメ
タン、ジフェニルオキシド、α－ヘキシルシンナムアルデヒド、ｐ－トイルフェニルアセ
テート、イソブチルフェニルアセテート、フェネチルフェニルアセテート、ゲラニルフェ
ニルアセテート、ジメチルフェニルエチルカルビニルアセテート、酪酸ベンジル、ケイ皮
酸ベンジル、β－ブロムスチロール、シクラメンアルデヒド、エチルリナロール、アネト
ール、γウンデカラクトン、イソブチルカプロエート、ギ酸シトロネリル、ギ酸ゲラニル
、ゲラニルアセテート、エチレンブラシレート、ペンタデカノリド、３，７－ジメチル－
１－オクタノール、シトロネロール、シトロネラール、ゲラニルブチレート、エチルヘプ
トエート、メチルｎ－ノニルアセトアルデヒド、メチル２－ノニノエート、ミルセニルア
セテート、メチルノニルケトン、カプリンアルコール、カプルアルデヒド、ウンデカナー
ル、１０－ウンデカナール、ラウルアルデヒド、ジヒドロジャスモン、リナリルアセテー
ト、ギ酸リナリル、ベチバーアセテート、ベンジルサリチレート、ベンゾフェノン、イソ
オイゲノールベンジルエーテル、ベンジルベンゾエート、α－アミルシンナムアルデヒド
、ベンジルイソアミルエーテル、β－ミルセン、８－ヘキサデセノリド、ノナアルデヒド
、イソボルニルアセテート、２－（ｓｅｃブチル）－１－ビニルシクロヘキシルアセテー
ト、メチル２－ヘキシル－３－オキソ－シクロペンタンカルボキシレート、５－シクロヘ
キサデセノン、イソヘキセニルシクロヘキセニルカルボキシアルデヒド、２－デセナール
、イソノニルアセテート、１４－オキサビシクロ［１０．３．０］－２－ペンタデセン、
２－イソプロピル－５－メチルヘキシルアセテート、リナロールエチルアセタール、シス
－３－ヘキセニルイソブチレート、トランス－アネトール、３，４，５，６－テトラヒド
ロプソイドイオノン、ファルネソール、２－ドデセナール、ビサボレン、ｐ－メンタン－
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８－オール、カルバクロール、シクロペンタデカノン、ゲラニルニトリル、シトロネリル
ニトリル、２，４，６－トリメチル－４－フェニル－１，３－ジオキサン、ジヒドロミル
セノールアセテート、ｎ－ペンチルブチラート、ムスコン、ヘキシルネオペンタノエート
、ジブチルスルフィド、デシルプロピオネート、２－ブチル－４，４，６－トリメチル－
１，３－ジオキサン、環状エチレンドデカンジオエート、３－メチル－５－フェニル－１
－ペンタノール、フェネチルイソアミルエーテル、カンフェン、イソプレギルアセテート
、シス－８－ウンデセン－１－アール、３，５，５－トリメチルヘキシルアセテート、ホ
ルムアルデヒドシクロドデシルエチルアセタール、テルピノレン、ジヒドロ－α－テルピ
ニルアセテート、テトラヒドロゲラニアール、α－アミル－シンナムアルデヒドジエチル
アセタール、３，７－ジメチル－２（３），６－ノナジエンニトリル類、ベチバリルアセ
テート、ｎ－ヘキシルサリチレート、１－（４－イソプロピルシクロヘキシル）エタノー
ル、トランス－４－デセン－１－アール、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００２６】
　１つの実施形態では、本発明の遊離香料組成物は、すべてＣｌｏｇＰが約３以上の、好
ましくは約３．５以上の異なる遊離香料成分を、少なくとも約２つ、又は少なくとも約３
つ、又は少なくとも約４つ、又は少なくとも約５つ、又は少なくとも約６つ、又は少なく
とも約７つ、又は少なくとも約８つ、又は少なくとも約９つ、又は少なくとも約１０、含
む。
【００２７】
　１つの実施形態では、本発明の複数回使用布地コンディショニング組成物は、前記複数
回使用布地コンディショニング組成物の約０．０１重量％～約１５重量％、あるいは約０
．０５重量％～約１０重量％、あるいは約０．１重量％～約６重量％；あるいは約０．３
重量％～約４重量％、又はあるいは約０．５重量％～約３重量％の遊離香料組成物を含む
。
【００２８】
　以下は、本発明の高疎水性遊離香料成分の非限定的な例である：
【表２】

【００２９】
　低疎水性遊離香料成分は、好ましくは本発明の複数回使用コンディショニング組成物に
おいて最小限に抑えられ、約３未満のＣｌｏｇＰを有する。布地コンディショニング組成
物のいくつかの実施形態では、いくつかの低疎水性遊離香料成分を、例えば製品の香り特
性のバランスをとるために、少量使用できる。
【００３０】
　低揮発性香料成分
　本発明の別の態様は、約３以上のＣｌｏｇＰを有し、約２４０℃以上の沸点を有するこ
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とを特徴とする、遊離香料成分を提供する。
【００３１】
　多くの香料成分の沸点は、例えば「香料及び風味料ケミカル（Perfume and Flavor Che
micals）（アロマケミカルズ（Aroma Chemicals））」、Ｓ．アークタンダー（S. Arctan
der）、著者により出版、１９６９年、に報告されている。その他の沸点の値は、バイル
スタイン・ハンドブック（Beilstein Handbook）、ランゲの化学ハンドブック（Lange’s
 Handbook of Chemistry）、並びに、化学及び物理学のＣＲＣハンドブック（CRC Handbo
ok of Chemistry and Physics）のような、様々な化学ハンドブック及びデータベースか
ら入手することができる。沸点が非標準圧力、通常は標準圧力よりも低い圧力で与えられ
るか又は測定されている場合、「化学者必携（The Chemist’s Companion）」、Ａ． Ｊ
．ゴードン（Gordon）及びＲ．Ａ．フォード（Ford）著、ジョン・ワイリー＆サンズ出版
（John Wiley & Sons Publishers）、１９７２年、３０～３６頁のような、沸点－圧力計
算図表を用いて、標準圧力での沸点をおおよそ予測することができる。該当する場合、沸
点値は、「ピラン類及びピロール類の標準沸点のコンピュータ援用予測（Computer-Assis
ted Prediction of Normal Boiling Points of Pyrans and Pyrroles）」、Ｄ．Ｔ．スタ
ントン（Stanton）ら、化学情報コンピュータサイエンス誌（J. Chem. Inf. Comput. Sci
.）、３２（１９９２年）、３０６～３１６頁、「フラン類、テトラヒドロフラン類、及
びチオフェン類の標準沸点のコンピュータ援用予測（Computer-Assisted Prediction of 
Normal Boiling Points of Furans, Tetrahydro-furans, and Thiophenes）」、Ｄ．Ｔ．
スタントン（Stanton）ら、化学情報コンピュータサイエンス誌（J. Chem. Inf. Comput.
 Sci.）、３１（１９９２年）、３０１～３１０頁及びそこに引用されている文献、並び
に「分子構造からの物理特性の予測（Predic
ting Physical Properties from Molecular Structure）」、Ｒ．ムルガン（Murugan）ら
、ケムテック（Chemtech）、１９９４年６月号、１７～２３頁に記載されているような、
分子構造データに基づくコンピュータプログラムで計算することもできる。
【００３２】
　１つの実施形態では、遊離香料成分が、遊離香料組成物の全重量の少なくとも約５０％
、又は約６０％、又は約７０％、又は約８０％、又は約９０％、又は約１００重量％を有
することを特徴とし、約３．０以上、好ましくは約３．５以上のＣｌｏｇＰを有し、ここ
に、前記遊離香料成分が遊離香料組成物の全重量の少なくとも約２５％、又は約３５％、
又は約４５％、又は約５５％、又は約６５％、又は約７５％の、あるいは約９９重量％以
下であり、約２４０℃以上、より好ましくは約２５０℃以上の沸点を含むことをさらに特
徴とし、ここに、前記沸点は標準圧力（すなわち、７６０ｍｍＨｇ）で測定される。
【００３３】
　さらに別の実施形態では、本発明の遊離香料成分は、少なくとも約３つ、又は４つ、又
は５つ、又は６つ、又は７つ、又は８つ、又は９つ、又は１０、又はそれ以上の異なる遊
離香料成分を含有してもよく、各々が約２４０℃以上、より好ましくは約２５０℃以上の
沸点を有する、ここに、各遊離香料成分は、約３以上、好ましくは約３．５以上のＣｌｏ
ｇＰも有する。
【００３４】
　これらの「低揮発性」遊離香料成分は、布地コンディショニング活性物質の放出速度の
バラツキを低減、及び／又は組成物の耐用期間中に送達される香料の強度及び特徴のバラ
ツキを低減、及び／又は組成物の香り、特に組成物の初期の香りを低減するのに役立つ場
合があり、製品の耐用期間を通じて布地へのより一貫したコンディショニング活性物質の
送達及び／又は香料付着も提供する場合がある。
【００３５】
　香料デリバリーシステム
　本発明の別の態様は、香料デリバリーシステムをさらに含む複数回使用布地コンディシ
ョニング組成物に対応している。用語「香料デリバリーシステム」は、遊離香料成分を包
含しない。香料デリバリーシステムの非限定例としては、香料マイクロカプセル類、シク
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ロデキストリン、細胞マトリックスマイクロカプセル類、及び多孔質キャリアマイクロカ
プセル類が挙げられる。１つの実施形態では、複数回使用布地コンディショニング組成物
は、前記複数回使用布地コンディショニング組成物の約０．００１重量％～約１５重量％
の香料デリバリーシステムを含む。
【００３６】
　香料マイクロカプセル１つの実施形態では、香料デリバリーシステムは香料マイクロカ
プセルを含む。次に、封入された香料を含む香料マイクロカプセル。「封入された香料」
は、本発明の目的で、用語「遊離香料組成物」の定義の範囲内ではない。香料マイクロカ
プセルは、香料の潜在的供給源を提供し、ＵＳ　２００５／０１９２２０４　Ａ１、段落
３７～４３に一般的に記載されている。香料マイクロカプセルは、ＵＳ　２００３／２１
５４１７　Ａ１；ＵＳ　２００３／２１６４８８　Ａ１；ＵＳ　２００３／１５８３４４
　Ａ１；ＵＳ　２００３／１６５６９２　Ａ１；ＵＳ　２００４／０７１７４２Ａ１；Ｕ
Ｓ　２００４／０７１７４６　Ａ１；ＵＳ　２００４／０７２７１９　Ａ１；ＵＳ　２０
０４／０７２７２０　Ａ１；ＥＰ　１３９３７０６　Ａ１；ＵＳ　２００３／２０３８２
９　Ａ１；ＵＳ　２００３／１９５１３３　Ａ１；ＵＳ　２００４／０８７４７７　Ａ１
；ＵＳ　２００４／０１０６５３６　Ａ１；米国特許第６６４５４７９号；米国特許第６
２００９４９号；米国特許第４８８２２２０号；米国特許第４９１７９２０号；米国特許
第４５１４４６１号；ＵＳ　ＲＥ　３２７１３；米国特許第４２３４６２７にも記載され
ている。
【００３７】
　本発明の実施形態の１つでは、マイクロカプセルの外殻はアミノプラスト樹脂を含む。
このような外殻カプセルの形成方法としては、重縮合が挙げられる。アミノプラスト樹脂
類は、１種類以上のアミン類と１種類以上のアルデヒド類、典型的にはホルムアルデヒド
との反応物である。好適なアミン類の非限定的な例として、尿素、チオ尿素、メラミン及
びその誘導体、ベンゾグアナミン及びアセトグアナミン、及びアミン類の組合せが挙げら
れる。好適な架橋剤（例えば、トルエンジイソシアネート、ジビニルベンゼン、ジアクリ
ル酸ブタンジオールなど）も用いることができ、二次ウォールポリマーも、例えば無水物
、及びそれらの誘導体、特に、米国特許公開第２００４／００８７４７７　Ａ１号に開示
される無水マレイン酸のポリマー及びコポリマーを、必要に応じて用いることができる。
【００３８】
　別の実施形態では、マイクロカプセルの外殻は、ユリア－ホルムアルデヒド、メラミン
－ホルムアルデヒド、又はこれらの組み合わせを含む。
【００３９】
　１つの実施形態では、マイクロカプセルは、砕けやすい性質のものである。「破砕性」
とは、マイクロカプセルが直接的な外部圧力又は剪断力を受けたときに破裂又は破断開裂
する性質を指す。本発明の目的のため、使用されるマイクロカプセルは、前記マイクロカ
プセルで処理される布地に取りつけられている間に、カプセルを含有する布地がすり減ら
される又は取扱われることで操作されるときに遭遇する力によって破壊され得る（それに
よってカプセルの内容物を放出する）場合に、「砕けやすい」。
【００４０】
　１つの実施形態で、外殻カプセルは典型的には１μｍ～１００μｍ、あるいは５μｍ～
８０μｍ、あるいは１０μｍ～７５μｍ、及びあるいは１５μｍ～５０μｍの範囲の平均
直径を有する。粒径分布を、狭く、広く、又は多峰性にすることができる。
【００４１】
　別の実施形態では、マイクロカプセルは、寸法が様々であり、約５μｍ～約３００μｍ
、あるいは約１０μｍ～約２００μｍの最大直径を有する。カプセル粒径が３００μｍに
近づくにつれて、例えば、２５０μｍで、布地に同伴されるカプセルの数の減少が観察さ
れてもよい。
【００４２】
　別の実施形態では、本発明にて利用されるカプセルは一般に、約０．１μｍ～５０μｍ
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、あるいは約１μｍ～約１０μｍの範囲の平均外殻厚を有する。
【００４３】
　シクロデキストリン本発明の別の態様は、シクロデキストリンを含む香料デリバリーシ
ステムを提供する。本明細書で使用するとき、用語「シクロデキストリン」は、６～１２
個のグルコース単位を含有する非置換型シクロデキストリン類、特にβ－シクロデキスト
リン、γ－シクロデキストリン、α－シクロデキストリン、及び／又はこれらの誘導体及
び／又はこれらの混合物のような既知である任意のシクロデキストリンのいずれかを含む
。本発明で使用するのに有用かもしれないシクロデキストリンのより詳細な記述は、ＵＳ
２００５／０１９２２０４Ａ１、段落４０～４３に記載されている。
【００４４】
　細胞マトリックスマイクロカプセル本発明の別の態様は、香料細胞マトリックスマイク
ロカプセルを含む香料成分を提供する。香料細胞マトリックスの香料マイクロカプセル、
好ましくは水分活性化されるもの、及び／又は水溶性であるものは、粒子中の細胞の中に
安定して保持される香料を含有する固体粒子である。香料細胞マトリックスマイクロカプ
セルは、ＵＳ２００５／０１９２２０４　Ａ１、段落４４に記載されている。１つの実施
形態において、水分活性化香料細胞マトリックスのマイクロカプセルは、デンプンを細胞
マトリックス物質として用いる香料デンプンマイクロカプセルを含む。
【００４５】
　多孔質キャリアマイクロカプセル本発明の別の態様は、多孔質キャリアマイクロカプセ
ルを含む香料デリバリーシステムを提供する。香料組成物の一部又はすべては、ゼオライ
ト又は粘土のような、多孔質キャリアの上及び／又は中に吸収されていることによって封
入され、香料多孔質キャリアマイクロカプセルを形成することもできる。多孔質キャリア
マイクロカプセルは、ＵＳ２００５／０１９２２０４　Ａ１、段落５３に記載されている
。
【００４６】
　布地コンディショニング活性物質
　本発明の別の態様は、布地コンディショニング活性物質を含む複数回使用布地コンディ
ショニング組成物に対応している。用語「布地コンディショニング活性物質」とは、遊離
香料成分、又は香料デリバリーシステム、又は香料を包含しない、布地に所望の効果を付
与するいかなる化合物も意味する。１つの実施形態では、布地コンディショニング活性物
質は、布地柔軟化活性物質及び／又は帯電防止活性物質である。特定の活性物質が１つを
超える布地コンディショニング効果を有してもよいことは理解される。布地柔軟化活性物
質としては、アルキル化第四級アンモニウム化合物、環状又は環式第四級アンモニウム化
合物、芳香族第四級アンモニウム化合物、ジ第四級アンモニウム化合物、アルコキシル化
第四級アンモニウム化合物、アミドアミン第四級アンモニウム化合物、エステル第四級ア
ンモニウム化合物、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００４７】
　布地コンディショニング活性物質の別の非限定例には、ＵＳ２００３／０１９５１３０
　Ａ１、段落１４～１７に記載されているものが包含されてもよい。１つの実施形態では
、本発明の複数回使用布地コンディショニング組成物は、約１％～約９０％、あるいは約
５％～約７０％、あるいは約１０％～約５０％の布地コンディショニング活性物質を含む
。
【００４８】
　キャリア成分
　本発明の別の態様は、キャリア成分を提供する。用語「キャリア成分」とは、組成物内
の布地コンディショニング活性物質の含有を助け、布地コンディショニング活性物質が自
動衣類乾燥機の乾燥サイクル中に湿った洗濯物に移動できるようにする、構造化合物を意
味する。このような作用機構の１つは、周辺温度で固体であり、乾燥機の動作温度を超え
る融解温度又は軟化温度を有する、複数回使用布地コンディショニング組成物を提供する
。代表的なキャリア成分としては、エチレンビスアミド類、一級アルキルアミド類、アル
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カノールアミド類、ポリアミド類、少なくとも１２個の炭素原子を含有するアルコール類
、少なくとも１２個の炭素原子のアルキル鎖を含有するアルコキシル化アルコール類、少
なくとも１２個の炭素原子を含有するカルボン酸類、及びこれらの誘導体類が挙げられる
。キャリア成分のその他の例としては、ＵＳ２００５／０１９２２０４　Ａ１、段落６６
～７６に記載されているものが挙げられる。実施形態において、キャリア成分は、１つ以
上の高融点ワックスを含む（例えば、９０℃を超える）。
【００４９】
　１つの実施形態では、複数回使用布地コンディショニング組成物は、前記組成物の約１
重量％～約９０重量％、あるいは約５重量％～約７５重量％、あるいは約１０重量％～約
６０重量％、あるいは約１５重量％～約５０重量％のキャリア成分を含む。
【００５０】
　加工剤
　本発明の別の態様は、加工剤を含む複数回使用布地コンディショニング組成物を提供す
る。加工剤の非限定例は、オクラホマ州サンドスプリングス（Sand Springs）のベーカー
・ヒューズ社（Baker Hughes）のベーカーペトロライトポリマー事業部（Baker Petrolit
e Polymers Division）から入手可能なヴィバー（Vybar）１０３ポリマーのような炭化水
素ポリマーである。この炭化水素ポリマーは、気泡、色むらの除去を助けてもよく、香料
結合剤として作用してもよい。
【００５１】
　操作可能に接続される又は接続可能
　布地コンディショニング組成物は、前記組成物が自動衣類乾燥機の乾燥サイクル中に湿
った洗濯物に接触するよう、回転式乾燥機の内側表面、例えば乾燥機の羽根（又はバッフ
ル）上に操作可能に接続されるか又は操作可能に接続可能である。組成物は、例えばＵＳ
　２００３／０１９２１９７に開示されているクレードルのようなクレードルによって、
乾燥機の内側に操作可能に接続可能である。
【００５２】
　乾燥サイクル中、布地コンディショニング組成物は、所望のレベルの柔軟化及び清新化
特性並びに任意には帯電特性を提供するのに十分な量の布地コンディショニング組成物を
布地に放出すべきである。さらに、布地コンディショニング組成物は、洗濯物のしみを生
じると思われる、多すぎる布地コンディショニング活性物質を放出すべきではない。乾燥
サイクル中、布地コンディショニング組成物は、乾燥した洗濯物４５４グラム（１ポンド
）につき約０．０１ｇ～約１ｇの布地コンディショニング組成物を放出するであろう。１
回の乾燥サイクル当たりの放出量は、乾燥した洗濯物４５４グラム（１ポンド）につき約
０．０２ｇ～０．７５ｇの布地コンディショニング組成物であることができ、乾燥した洗
濯物４５４グラム（１ポンド）につき約０．０５～０．５０ｇの布地コンディショニング
組成物であることができる。乾燥機の寸法及び布地コンディショニング組成物の寸法は、
異なる種類の乾燥機及び乾燥条件で変動しうることが理解されるべきである。例えば、産
業用洗濯設備において及び住宅又は消費者環境で一般的に使用される様々な寸法の乾燥機
が存在する。
【００５３】
　任意成分
　本発明の組成物は、汚れ放出剤、キレート剤、移染防止剤、染料固着剤、脱塩素剤、蛍
光増白剤、賦香剤、抗菌剤、殺真菌剤、しわ防止剤、酸化防止剤、防腐剤、可塑剤、防虫
剤、イガ忌避剤、加工助剤、離型剤、及びこれらの混合物のような任意成分を有効量含有
することができる。好ましい汚れ放出ポリマー類、キレート剤、移染防止剤、染料固着剤
、脱塩素剤、及び酸化防止剤は、米国特許第６，０４６，１５４号（トリン（Trinh）ら
、２０００年４月４日発行）及びそこに引用される文献に示されている。好ましい賦香剤
（シクロデキストリン類、金属塩類、及びゼオライト類のような）、しわ防止剤、抗菌剤
、殺真菌剤、防腐剤、防虫剤、又はこれらの組み合わせ。一実施形態では、上記の任意成
分の１つ以上を含まないか又は実質的に含まない。
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【００５４】
　複数回使用
　用語「複数回使用」は、当該布地コンディショニング組成物が、それを交換する必要が
生じるまでに、洗濯物を乾燥するために交換する必要が生じるまでに、少なくとも２サイ
クル、好ましくは少なくとも約１０サイクル、より好ましくは少なくとも約２０サイクル
、より一層好ましくは少なくとも約３０サイクル、さらにより好ましくは少なくとも約４
０サイクル、さらにより一層好ましくは少なくとも約５０サイクル、あるいは１００サイ
クルを超えない間、所望の量の布地コンディショニング活性物質を布地に送達するために
使用できることを意味する。用語「洗濯物」とは、特に家庭環境において、洗濯されるい
かなる織物又は布地材料も指すことが理解されるべきである。
【００５５】
　本発明の複数回使用布地コンディショニング組成物が使用できる乾燥機は、熱及び攪拌
を用いて洗濯物から水を除去するいかなる種類の自動衣類乾燥機も包含する。代表的な乾
燥機としては、電気又はガスによって加熱される回転式乾燥機が挙げられ、その際洗濯物
は乾燥機の運転中に洗濯物を混転させる回転ドラム内に提供される。
【実施例】
【００５６】
　好適な布地コンディショニング組成物の例としては、ＵＳ　２００３／０１９５１３０
、段落２９～５１に記載されているものが挙げられ、使用される香料は、上記に与えられ
た香料Ａである。
【００５７】
　以下は、本組成物のより非限定的な例である。
【表３】

　（ａ）エチレンビスステアルアミド、ロンザ（Lonza）より入手可能。
　（ｂ）バリソフト（Varosoft）ＤＳ－１１０は、約７０％のメチルビス－（水素添加タ
ローアミドエチル）２－ヒドロキシエチルアンモニウムメチルサルフェートと約３０％の
アルキルエトキシレートとを含み、ウイスコンシン州ジェーンズビル（Janesville）のゴ
ールドシュミット・ケミカル・コーポレーション（Goldschmidt Chemical Corporation）
より入手可能である。
　（ｃ）ヴィバー（Vybar）、ワッカー（Whacker）より入手可能。
　（ｄ）β－シクロデキストリンの香料複合体。
【表４】



(14) JP 2009-540136 A 2009.11.19

10

20

30

40

50

　（ｅ）非複合型β－シクロデキストリン、粒径約２０μｍ未満。
【００５８】
　上記の処方は、次のように調製されてもよい。アクラワックス（Acrawax）Ｃのような
、ワックスキャリアを、ビーカー及びホットプレートを用いるか又はキャリアの融点（ア
クラワックス（Acrawax）の場合、１４３℃～１６０℃（２９０～３２０°Ｆ）に設定さ
れた２軸押し出し機に通すことで融解する。当業者は、おそらく、いかなる種類の実験用
融解システムも、前記装置がワックスキャリアの融点よりも高温に加熱できる限り、使用
できることを容易に理解するであろう。その後、布地柔軟化活性物質（例えば、バリソフ
ト（Varosoft）ＤＳ－１１０又はＫＲＡのような第四級アミン）を、融解したキャリアに
添加する。最善の結果は、布地柔軟化活性物質追加の間、液体ワックスキャリアを攪拌し
、活性物質を融解ワックスの温度により速く到達させることで得られる。最善の結果は、
特にＫＲＡ添加のとき、予備融解された布地柔軟化活性物質を融解ワックスに１０％漸増
アリコートで添加し、次の布地柔軟化活性物質アリコートを添加する前に、布地柔軟化活
性物質を完全に融解させたときに得られる。香料組成物は、添加される最後の成分である
。ワックスキャリア及び布地柔軟化活性物質を攪拌し、ワックスの融点を超える温度に維
持しながら、香料を添加する（必要であれば液体に予備溶融する）。組成物キャリア（例
えば、米国特許公開第２００３／０１９２１９７Ａ１号による「製品ディスペンサー」及
び／又は「キャリア」を、金型の上に置き、固定する。複数回使用布地コンディショニン
グ組成物のホットメルトを、前記金型内に注ぎ、少なくとも３０分間冷却する。バーの冷
却を促進するために、ファンを用いて空気を循環させてもよい。バーの外部温度が布地柔
軟化活性物質の融点よりも６．７℃（２０°Ｆ）を超えて低くなった後、バーを金型から
取り出すことができる（製品キャリアと共に）。
【００５９】
　実施例４及び５では、ポリ（エチレン／プロピレン）テレフタレート－ポリエチレンオ
キシドテレフタレートブロックコポリマーを、ワックスキャリアと布地柔軟化活性物質と
の融解混合物に混合しながら添加する。デンプン香料マイクロカプセルを、その後融解混
合物に添加してもよい。
【００６０】
　「発明を実施するための最良の形態」で引用したすべての文献は、関連部分において本
明細書に参考として組み込まれているが、いずれの文献の引用も、本発明に対する先行技
術であることの容認と解釈されるべきではない。この文書における用語のいずれかの意味
又は定義が、参考として組み込まれる文献における用語のいずれかの意味又は定義と対立
する範囲については、本文書におけるその用語に与えられた意味又は定義を適用するもの
とする。
【００６１】
　特に記載のない限り、冠詞「ａ」、「ａｎ」、及び「ｔｈｅ」は、「１つ又はそれ以上
」を意図する。
【００６２】
　本明細書に記述される全ての百分率は、特に指定のない限り、重量による。本明細書全
体を通じて記載されているあらゆる最大数値限定には、それより小さいあらゆる数値限定
が、そのようなより小さい数値限定が本明細書に明確に記載されているかのように含まれ
ると理解すべきである。本明細書全体を通じて記載されているあらゆる最小数値限定には
、それよりも大きいあらゆる数値限定が、あたかもこうしたそれよりも大きい数値限定が
本明細書に明確に記載されているかのように含まれる。本明細書全体を通じて記載されて
いるあらゆる数値範囲には、こうしたより広い数値範囲内に入る、それよりも狭いあらゆ
る数値範囲が、あたかもこうしたそれよりも狭い数値範囲がすべて本明細書に明確に記載
されているかのように含まれる。
【００６３】
　本発明の特定の実施形態を例示し記載してきたが、本発明の精神および範囲から逸脱す
ることなく他の様々な変更および修正を実施できることが、当業者には明白であろう。従



(15) JP 2009-540136 A 2009.11.19

って、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を、添付の特許請求の範囲で
扱うものとする。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】図１のグラフは、各々が異なる遊離香料組成物を含む３つの布地コンディショニ
ング組成物の、１０回の乾燥機サイクルの間の各乾燥サイクル後の放出を図示。

【図１】



(16) JP 2009-540136 A 2009.11.19

10

20

30

40

【国際調査報告】



(17) JP 2009-540136 A 2009.11.19

10

20

30

40



(18) JP 2009-540136 A 2009.11.19

10

20

30

40



(19) JP 2009-540136 A 2009.11.19

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MT,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(
BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,
CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,K
P,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC
,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  ジョージ、カビン、モーガン、ザ、サード
            アメリカ合衆国オハイオ州、ハミルトン、デキャンプ、ロード、１９７２
(72)発明者  ザイヨウ、リウ
            アメリカ合衆国オハイオ州、ウエスト、チェスター、ストーン、バーン、ドライブ、８０４０
Ｆターム(参考) 4H059 DA09  EA35 
　　　　 　　  4L033 AB04  AC02  AC10  AC15  BA71  BA86 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

